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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期

第１四半期連結
累計期間

第72期
第１四半期連結
累計期間

第71期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 （千円） 1,882,767 1,866,165 7,994,322

経常利益 （千円） 199,513 215,879 1,031,513

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 132,750 142,067 692,013

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 67,093 182,281 751,118

純資産額 （千円） 13,318,205 14,066,165 13,953,733

総資産額 （千円） 16,441,341 17,219,475 17,189,223

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 13.92 14.90 72.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 79.0 79.7 79.2

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善、設備投資の持ち直し傾向が見られ、

中国などアジア新興国においても景気の持ち直しの動きが見られるものの、米国政権の政策動向や世界的な地政学

的リスクの高まり等の懸念により、原油価格や為替の方向性が定まらず、景気は依然として先行き不透明な状況が

続いております。

　このような環境のもと、当社グループは、環境対応型塗料や高機能性塗料の充実を図り、自動車補修用市場での

シェア拡大に注力するとともに大型車両や工業用などの新規市場開拓や建築用塗料の受注増加に取り組みました。

　その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、18億66百万円（前年同四半期比0.9％減少）となりました。

また、利益面におきましては、営業利益は1億71百万円（前年同四半期比8.8％増加）、経常利益は2億16百万円

（前年同四半期比8.2％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億42百万円（前年同四半期比7.0％増加）

となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①塗料事業

　売上高は18億40百万円（前年同四半期比0.9％減少）、営業利益は1億59百万円（前年同四半期比9.0％増加）で

あります。

②その他

　売上高は26百万円（前年同四半期比1.1％増加）、営業利益は12百万円（前年同四半期比6.0％増加）でありま

す。

 

(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して、資産は30百万円増加、負債は82百万

円減少、純資産は1億12百万円増加しました。

　資産の増加の主なものは、現金及び預金11百万円、長期預金5億円、減少の主なものは有価証券5億円でありま

す。

　負債の減少の主なものは、未払法人税等1億65百万円であります。

　また、純資産の増加の主なものは、利益剰余金75百万円となっております。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題については、重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、30百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数
(株)

（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,000,000 12,000,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 12,000,000 12,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
― 12,000,000 ― 1,290,400 ― 1,209,925

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成29年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

2,461,000

 

－

 

－

完全議決権株式（その他）
普通株式

9,436,000

 

9,436

 

－

単元未満株式
普通株式

103,000

 

－

 

－

発行済株式総数 12,000,000 － －

総株主の議決権 － 9,436 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が688株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

イサム塗料株式会社
大阪市福島区鷺洲２丁目

15番24号
2,461,000 － 2,461,000 20.51

計 － 2,461,000 － 2,461,000 20.51

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清稜監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,847,162 3,857,722

受取手形及び売掛金 2,481,691 2,366,033

有価証券 1,500,347 1,000,157

商品及び製品 962,602 1,024,223

仕掛品 141,727 163,057

原材料及び貯蔵品 175,352 200,359

繰延税金資産 95,091 52,667

その他 42,021 83,285

貸倒引当金 △19,110 △16,862

流動資産合計 9,226,883 8,730,641

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,704,776 2,704,776

減価償却累計額 △1,554,082 △1,570,678

建物及び構築物（純額） 1,150,694 1,134,098

機械及び装置 412,736 411,115

減価償却累計額 △352,472 △353,382

機械及び装置（純額） 60,264 57,733

工具、器具及び備品 411,396 409,055

減価償却累計額 △379,100 △379,784

工具、器具及び備品（純額） 32,296 29,271

土地 1,344,467 1,344,467

リース資産 41,717 47,017

減価償却累計額 △20,123 △21,761

リース資産（純額） 21,594 25,256

有形固定資産合計 2,609,315 2,590,825

無形固定資産   

ソフトウエア 6,441 5,976

施設利用権 2,574 2,379

電話加入権 6,555 6,555

リース資産 7,222 6,422

無形固定資産合計 22,792 21,332

投資その他の資産   

投資有価証券 3,572,137 3,622,269

長期預金 1,000,000 1,500,000

保険積立金 656,025 668,844

繰延税金資産 71,730 59,543

その他 39,497 33,656

貸倒引当金 △9,156 △7,635

投資その他の資産合計 5,330,233 5,876,677

固定資産合計 7,962,340 8,488,834

資産合計 17,189,223 17,219,475
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 396,546 446,409

電子記録債務 1,211,015 1,158,590

リース債務 10,116 11,264

未払金 142,095 304,227

未払法人税等 193,113 28,138

未払消費税等 39,252 44,429

前受金 4,106 4,275

預り金 56,837 67,100

賞与引当金 116,614 35,539

その他 43,839 33,283

流動負債合計 2,213,533 2,133,254

固定負債   

長期預り保証金 260,082 263,279

リース債務 21,164 23,134

繰延税金負債 29,008 35,738

役員退職慰労引当金 158,217 153,425

修繕引当金 67,500 69,375

退職給付に係る負債 468,628 460,640

負ののれん 17,358 14,465

固定負債合計 1,021,957 1,020,056

負債合計 3,235,490 3,153,310

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,290,400 1,290,400

資本剰余金 1,209,925 1,209,925

利益剰余金 11,810,772 11,886,071

自己株式 △977,752 △978,375

株主資本合計 13,333,345 13,408,021

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 275,717 310,518

その他の包括利益累計額合計 275,717 310,518

非支配株主持分 344,671 347,626

純資産合計 13,953,733 14,066,165

負債純資産合計 17,189,223 17,219,475
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 1,882,767 1,866,165

売上原価 1,272,162 1,226,902

売上総利益 610,605 639,263

販売費及び一般管理費 453,459 468,310

営業利益 157,146 170,953

営業外収益   

受取利息 480 375

有価証券利息 1,283 4,927

受取配当金 7,496 7,569

受取賃貸料 12,978 13,487

塗装情報サービス会費 9,391 7,793

負ののれん償却額 2,893 2,893

貸倒引当金戻入額 2,504 3,769

その他 9,307 4,665

営業外収益合計 46,332 45,478

営業外費用   

支払利息 1,512 47

支払補償費 － 203

為替差損 － 233

その他 2,453 69

営業外費用合計 3,965 552

経常利益 199,513 215,879

税金等調整前四半期純利益 199,513 215,879

法人税、住民税及び事業税 13,618 24,217

法人税等調整額 49,413 44,177

法人税等合計 63,031 68,394

四半期純利益 136,482 147,485

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,732 5,418

親会社株主に帰属する四半期純利益 132,750 142,067
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 136,482 147,485

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △70,342 34,796

繰延ヘッジ損益 953 －

その他の包括利益合計 △69,389 34,796

四半期包括利益 67,093 182,281

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 62,871 176,868

非支配株主に係る四半期包括利益 4,222 5,413
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費も含む。）及び負ののれんの償却額は、次のとおり

であります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

    
　減価償却費

　負ののれん償却額

 

 
33,025千円

△2,893千円

 

 
27,145千円

△2,893千円

 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 47,699 5 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 66,768 7 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

（注）平成29年６月29日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、創業90周年記念配当２円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　　至　平成28年６月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

その他 合　計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額 塗料事業

売上高      

外部顧客への売上高 1,857,185 25,582 1,882,767 － 1,882,767

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 1,857,185 25,582 1,882,767 － 1,882,767

セグメント利益 146,060 11,086 157,146 － 157,146

（注）　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　　至　平成29年６月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

その他 合　計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額 塗料事業

売上高      

外部顧客への売上高 1,840,292 25,873 1,866,165 － 1,866,165

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 1,840,292 25,873 1,866,165 － 1,866,165

セグメント利益 159,203 11,750 170,953 － 170,953

（注）　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 13.92 円 14.90 円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額　　

（千円）
132,750 142,067

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期　

純利益金額（千円）
132,750 142,067

普通株式の期中平均株式数（株） 9,539,836 9,537,756

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

イサム塗料株式会社(E00910)

四半期報告書

14/15



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月３日

イサム塗料株式会社

取締役会　御中

 

清稜監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　伸郎　　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 加賀谷　剛　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイサム塗料株式

会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イサム塗料株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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